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市
民
活
動
団
体
な
ど
に
対
す
る

新
た
な
支
援
策

　
令
和
5
年
度
か
ら
、
市
民
活
動

応
援
補
助
金
の
対
象
事
業
に
、
次

世
代
を
担
う
学
生
な
ど
が
自
由

で
斬
新
な
発
想
に
よ
り
取
り
組
む

活
動
に
対
し
補
助
す
る
「
学
生
等

チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
」
を
新
設
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
主
体
的
に
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
す
る
若
者
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
、
上

限
20
万
円
の
全
額
補
助
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
「
地
域
自
治
組

織
設
立
支
援
補
助
金
」
の
制
度
を

設
け
、
設
立
か
ら
３
年
以
内
の
団

体
に
30
万
円
を
上
限
と
し
て
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
時
の
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
小
学
校
区
で
の
新
し
い

自
治
組
織
設
立
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
加

え
て
、
市
内
外
の
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
瀬
戸
内
市
内
で
の
市
民
活

動
を
支
援
し
て
も
ら
う
た
め
の
仕

組
み
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

ら
、
令
和
５
年
１
月
17
日
に
土
地

の
売
買
契
約
と
建
物
補
償
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
商

工
会
と
事
業
計
画
の
調
整
を
行

い
、
進
捗
を
図
り
ま
す
。

市
税
の
電
子
納
付

　
現
在
、
事
業
所
か
ら
納
付
さ
れ

る
法
人
市
民
税
や
特
別
徴
収
の
市

県
民
税
は
、
す
で
に
地
方
税
共

通
納
税
シ
ス
テ
ム
で
の
電
子
納
付

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
個
人
か
ら
納
付
さ
れ
る
固
定

資
産
税
、軽
自
動
車
税（
種
別
割
）、

普
通
徴
収
の
市
県
民
税
に
つ
い
て

も
、
令
和
５
年
度
か
ら
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で

納
付
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
納
付
方

法
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
利
用
で

き
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
何
度
も
や
っ
て
く
る
感
染
拡
大

の
波
を
迎
え
る
た
び
に
、
子
ど
も

た
ち
は
学
校
生
活
に
お
け
る
困
難

な
状
況
を
理
解
し
、
ど
う
や
っ
て

日
常
生
活
を
安
全
に
過
ご
す
か
を

考
え
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
状
況
で
も
、
同
じ
学

級
の
友
達
や
学
年
を
超
え
た
仲
間

と
知
恵
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を

思
い
や
る
行
動
を
生
み
出
す
た
く

ま
し
さ
と
し
な
や
か
さ
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
子
ど
も

た
ち
が
、
自
ら
の
日
常
生
活
を
自

ら
の
手
で
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と

す
る
生
き
た
学
び
の
場
を
守
り
続

け
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

　
今
年
度
、
教
室
で
過
ご
す
こ
と

に
不
安
を
抱
え
る
生
徒
の
居
場
所

と
し
て
、
全
て
の
中
学
校
に
自
立

支
援
室
を
設
置
し
、
運
営
し
て
き

ま
し
た
。
利
用
す
る
生
徒
は
ど
の

中
学
校
に
も
常
に
複
数
名
お
り
、

進
学
を
控
え
る
小
学
生
の
保
護
者

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
適
応
指
導
教
室
の
ぞ
み

に
通
室
す
る
小
中
学
生
も
複
数
名

お
り
、
自
立
支
援
室
、
の
ぞ
み
の

ど
ち
ら
か
ら
も
「
明
日
は
こ
れ

を
や
っ
て
み
た
い
」「
進
学
す
る

学
校
を
決
め
た
か
ら
準
備
を
し
た

い
」
と
い
う
、
未
来
の
自
分
を
語

る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て

い
ま
す
。
中
に
は
こ
の
春
、
中
学

校
を
卒
業
し
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進

む
生
徒
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
自
立
支
援

室
や
の
ぞ
み
は
、
彼
ら
の
居
場
所

と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
所

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
囲
む
環
境
の
複
雑
化
や
子

ど
も
た
ち
の
個
性
・
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
自
立
支
援
室
や
の
ぞ
み
だ
け

で
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
自
立
支
援
室
や

の
ぞ
み
の
体
制
な
ど
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
家
か
ら
外
へ
出
る

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
、
不
安

を
抱
え
続
け
て
い
る
子
ど
も
や
そ

の
保
護
者
に
も
安
心
感
と
自
立
へ

の
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

割
は
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
副

市
長
２
人
制
を
導
入
し
ま
す
。
す

べ
て
の
施
策
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
で
点
検
す
る
と
と
も
に
、
生
活

実
感
を
施
策
に
反
映
す
る
た
め
、

副
市
長
に
女
性
を
登
用
す
る
予
定

で
す
。
多
様
化
す
る
社
会
や
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
縦

割
り
行
政
を
解
消
し
、
総
合
計
画

に
掲
げ
る
将
来
像
「
人
と
自
然
が

織
り
な
す 

し
あ
わ
せ
実
感
都
市
」

を
目
指
し
ま
す
。

邑
久
高
等
学
校
へ
の
支
援

　
県
立
邑
久
高
等
学
校
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
地
域
学
「
セ

ト
リ
ー
」
へ
の
市
職
員
派
遣
や
協

働
提
案
事
業
補
助
金
に
よ
る
支

援
、
市
内
企
業
の
見
学
に
係
る

バ
ス
借
上
料
の
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
般
開
催
さ

れ
た
課
題
研
究
と
地
域
学
の
実
践

報
告
会
で
は
、
市
内
で
の
観
光
ツ

　
令
和
５
年
度
は
、
瀬
戸
内
市
に

と
っ
て
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
求

め
ら
れ
る
年
で
す
。
市
民
一
人
一

人
が
性
別
、
年
齢
、
障
が
い
の

有
無
、
国
籍
な
ど
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
多
様
性
を
認
め
合
え
る
「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
」
の
実
現
や

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
、脱
炭
素
化
、

そ
し
て
将
来
を
見
据
え
た
土
地

利
用
計
画
の
策
定
な
ど
に
組
織
横

断
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
機
構
改
革

も
含
め
た
体
制
の
強
化
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
部
局
間
を
超
え
た
連

携
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、

組
織
に
横
串
を
通
す
存
在
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を

副
市
長
に
担
っ
て
も
ら
お
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
旗
振
り
役
と
な
り
事
業

を
け
ん
引
し
て
い
く
副
市
長
の
役

ア
ー
の
提
案
や
ハ
ン
セ
ン
病
を

テ
ー
マ
に
し
た
啓
発
映
画
の
上
映

が
事
例
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
瀬
戸

内
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究

や
課
題
解
決
に
生
徒
が
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
持
つ
邑
久
高
等
学
校
と
地
域

と
の
連
携
を
よ
り
深
め
、
さ
ら
な

る
魅
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
、
同
校
と
地
域

と
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
配

置
し
ま
す
。
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市  

長  

か  

ら

令
和
令
和
５５
年年
２２
月
市
議
会
定
例
会
が

月
市
議
会
定
例
会
が
２２
月月
2121
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

活
用
し
た
市
民
活
動
団
体
の
支
援

制
度
を
検
討
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
駅
前
等
整
備
の
進
捗
状
況

　
Ｊ
Ｒ
３
駅
で
進
め
て
い
る
駅
前

等
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
大
富
駅

は
令
和
５
年
３
月
末
の
完
成
に
向

け
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
長
船

駅
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
に
期

間
を
要
し
た
た
め
、
駅
前
広
場
な

ど
の
完
成
が
令
和
５
年
４
月
以
降

に
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
邑

久
駅
は
新
し
い
市
営
駐
車
場
が
完

成
し
、
昨
年
12
月
に
供
用
を
開
始

し
て
お
り
、
現
在
は
ト
イ
レ
工
事

と
駐
輪
場
の
一
部
の
工
事
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
瀬
戸
内
市
商
工
会
の
移

転
先
な
ど
が
決
ま
っ
た
こ
と
か

教
育
長
か
ら

整備が進む大富駅前整備が進む大富駅前

地域学「セトリー」の実践報告会地域学「セトリー」の実践報告会
ホームページホームページ



福祉タクシー利用券 高齢福祉タクシー利用券 タクシー活用事業利用券

対象者

在宅の身体障害者手帳１・２級所持
者または療育手帳Ａ所持者
※施設へ入院、入所または入居して
　いる場合は、対象外となることが
　あります。

次のいずれにも該当する人
①介護保険法に規定する要支援・要
　介護認定を受け、認定期間内にあ
　る市内に住所を有する在宅の人
②運転免許証（原付やバイクを含む）
　を保有していない人
※施設へ入院、入所または入居して
　いる場合は、対象外となることが
　あります。
※有効期限切れの運転免許証を保有
　している人は対象外です。

次のいずれにも該当する人
①市内の公共交通不便地域に住所を
　有する人
②満 65 歳以上の運転免許証（原付や
　バイクを含む）を 保有していない
　人または母子手帳の交付を受けて
　いて、出産予定日後３カ月までの人
※公共交通不便地域とは、次の２つ
　の条件を満たす場所です。
 ・大富駅またはバスの停留所から
　400m 以上離れている地域
 ・邑久駅、長船駅から１㎞以上離れ
　ている地域
※有効期限切れの運転免許証を保有
　している人は対象外です。

助
成
内
容

交付枚数

６枚×年度残月数
※人工透析療法などで週３回以上の
　通院を必要とする人は、12 枚×年
　度残月数

６枚×年度残月数 ６枚×年度残月数
※妊産婦は、上限３カ月分の 18 枚

助成額 １枚当たり 500 円まで（おつりは出ません） １枚当たり 500 円（おつりは出ません）

１回の乗車で
使える枚数

制限なし
※交付枚数の中で自由に使用可

使用できる
タクシー事業者 市と契約しているタクシー事業者

市に登録したタクシー事業者（一般・
福祉）・福祉有償運送事業者
※令和５年度から一般車両のタクシー
　会社は市内業者のみとなります。

事業に参加する市内のタクシー事業者

申請場所

福祉課、本庁（総合窓口）、牛窓支所、
裳掛出張所

【５月８日以降は下記のとおり】
福祉課（本庁）、牛窓支所、長船支所、
裳掛出張所

いきいき長寿課、本庁（総合窓口）、
牛窓支所、裳掛出張所

【５月８日以降は下記のとおり】
いきいき長寿課（本庁）、牛窓支所、
長船支所、裳掛出張所

企画振興課（本庁）、牛窓支所、長船
支所、裳掛出張所

申請方法 窓口（福祉課へ郵送、FAX も可） 窓口（いきいき長寿課へ郵送、FAX も可） 窓口（企画振興課へ郵送、FAX も可）

申請に必要なもの

申請書、身体障害者手帳または療育
手帳、特定疾患医療受給者証または
特定疾病療養受領証の写し（持って
いる人のみ）

申請書
※申請場所の各窓口に備え付け、市
　ホームページからダウンロードも
　できます。

申請書、申請者本人の身分証明書（健
康保険証など）
※郵送、FAX の場合は身分証明書の
　写し

交付方法 郵送のみ

注意事項
 ・複数の利用券を重複して申請することはできません。
 ・「福祉タクシー利用券」「高齢福祉タクシー利用券」の対象者に該当する人は、必ず「福祉タクシー利用券」「高
　齢福祉タクシー利用券」　の申請を優先してください。

問い合わせ・
送付先

※福祉課といきいき
　長寿課は５月８日
　以降、本庁西庁舎
　１階へ移転します。

福祉課（ゆめトピア長船）
〒 701-4264
瀬戸内市長船町土師 277-4
☎０８６９ - ２６- ５９４３
FAX ０８６９ - ２６- ８００２

【５月８日以降は下記連絡先へ】
☎０８６９ - ２４ - ８８４７
FAX ０８６９ - ２４ - ８８４０

いきいき長寿課（長船支所）
〒 701-4264
瀬戸内市長船町土師 291
☎０８６９ - ２６- ５９４８
FAX ０８６９ - ２６- ８８４０

【５月８日以降は下記連絡先へ】
☎０８６９ - ２４ - ８８６９
FAX ０８６９ - ２４ - ８８４０

企画振興課（本庁）
〒 701-4292
瀬戸内市邑久町尾張 300-1
☎０８６９ - ２２ - １１１３
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４

　市では、タクシー料金の一部を助成するタクシー利用券を交付しています。乗車、降車場所のいずれか（またはどちらも）
が市内の場合に使用できます。４月１日から令和５年度タクシー利用券の受付を開始しますので、下記の対象者に該当す
る人でタクシー利用券を希望する人は、申請をしてください。

　４月からがん検診が始まります。１年に１回（胃がんは２年に１回）、定期的に
がん検診を受けましょう。詳しくは、広報３月号に折り込みの「健康づくりガイド」
または今月号に折り込みの「がんリーフレット」をご覧ください。

がん検診をがん検診を
定期的に受けていますか定期的に受けていますか

健康ライフ健康ライフ
健康づくり推進課健康づくり推進課問
☎０８６９-２６-５９６１☎０８６９--２６--５９６１-　　-

　がんは、日本人の死亡原因第１位で、死亡数は年々増え続けています。日本
人が生涯でがんになる確率は、男性が 65.0％、女性が 50.2％で、およそ２人
に１人ががんになるといわれており、がん患者の約３割は 40 歳から 64 歳の
現役世代の人です。
　自覚症状が出てからがんを発見しても、手遅れになる可能性があります。ま
た、１回の検診では必ずしもがんを見つけることができない可能性もあります。
がんを早期発見するためにも、定期的にがん検診を受けましょう。

市のがん検診を受けるメリット！市のがん検診を受けるメリット！
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令和５年度令和５年度

タクシー利用券の受付を開始しますタクシー利用券の受付を開始します

◆がんの総合病期別５年相対生存率（2012 ～ 2013 年診断例）◆がんの総合病期別５年相対生存率（2012 ～ 2013 年診断例）

①早期にがんを見つけることができる！
　がんは、早期発見・早期治療により 90％以上が治るといわれています。

②市のがん検診はお得です！
　市のがん検診は、検診費用の一部または全額を市が負担しているため、安く受けることができます。
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94.4%
89.0%

77.5%

18.8%

※相対生存率：がんと診断された場合に治療で※相対生存率：がんと診断された場合に治療で
　どのくらい命を救えるかを示す指標のこと。　どのくらい命を救えるかを示す指標のこと。

出典：公益財団法人がん研究振興財団発行　がんの統計（2022 年版）出典：公益財団法人がん研究振興財団発行　がんの統計（2022 年版）

胃がん胃がん 大腸がん大腸がん

市が負担市が負担
6,000 円6,000 円

自己負担自己負担
2,000 円2,000 円

検診費用が 8,000 円の場合検診費用が 8,000 円の場合

◆例えば…◆例えば…

8,000 円の検診が8,000 円の検診が
2,000 円で受けられる！2,000 円で受けられる！

健康づくりガイドは健康づくりガイドは
市ホームページでも市ホームページでも
確認できます確認できます



巻
之
百
四
十
八

瀬
戸
内
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

と
し
、「
日
本
刀
の
聖
地
と
中
世

の
商
都
」
と
い
う
関
連
文
化
財
群

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
刀
剣
の
調
査
や
備
前
刀
の
魅

力
を
発
信
す
る
刀
剣
講
座
な
ど
の

開
催
、
備
前
刀
ゆ
か
り
の
地
の
ガ

イ
ド
育
成
、
日
本
刀
に
関
す
る
技

術
の
継
承
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
他
に
も
関
連
文
化
財
群
を
中
心

に
、
本
市
の
歴
史
文
化
資
源
の
把

握
調
査
や
魅
力
を
発
信
す
る
広
報

事
業
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
人
材

育
成
や
体
制
整
備
な
ど
に
取
り
組

み
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

　
そ
し
て
、
令
和
4
年
12
月
16
日

付
け
で
「
瀬
戸
内
市
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
」
が
文
化
庁
長
官

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
（
認
定
件
数

は
全
国
合
計
96
件
、
岡
山
県
内
3

件
目
）。

今
後
の
取
り
組
み

　
本
市
の
多
種
多
様
な
歴
史
文
化

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
歴
史
文
化
資

源
を
ス
ト
ー
リ
ー
ご
と
に
ま
と
め

た
8
つ
の
関
連
文
化
財
群
を
設
定

し
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
本
市
は
、
国
宝
や
重

要
文
化
財
の
刀
剣
類
の
約
4
割
を

占
め
る
備
前
刀
の
産
地
で
あ
り
、

現
在
ま
で
刀
職
ら
に
よ
り
刀
剣
文

化
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
市
内
に
は
刀
剣
に
関
わ
る
歴

史
文
化
資
源
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
構
成
文
化
財

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

　
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
と

は
、
平
成
31
年
4
月
に
改
正
さ
れ

た
文
化
財
保
護
法
に
お
い
て
定
め

ら
れ
た
法
定
計
画
で
す
。
こ
の
計

画
は
、
文
化
財
の
保
存
や
活
用
に

関
す
る
目
標
や
取
り
組
み
の
具
体

的
な
内
容
を
定
め
、
こ
れ
に
従
っ

て
計
画
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
で
、
継
続
性
・
一
貫
性
の
あ

る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
促
進

す
る
も
の
で
す
。

作
成
の
背
景
と
計
画
の
認
定

　
本
市
で
は
、
国
宝
「
太
刀 

無

銘
一
文
字（
山
鳥
毛
）」を
は
じ
め
、

「
本
蓮
寺
本
堂
」
や
「
寒
風
古
窯

跡
群
」
な
ど
多
様
な
歴
史
文
化
資

源
（
指
定
・
未
指
定
の
文
化
財
や

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

承
・
地
名
な
ど
多
様
な
歴
史
的
価

値
を
包
含
す
る
も
の
）
を
有
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
歴
史
文
化
資
源
は
、

地
域
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
う

え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
や
市
民
の
郷
土
愛
の
醸

成
に
お
い
て
重
要
な
要
素
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
豊
か
な
歴

史
文
化
資
源
の
存
在
や
価
値
に
つ

い
て
の
認
知
度
は
低
く
、
社
会
状

況
の
変
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
や

認
識
の
低
下
な
ど
に
よ
り
滅
失
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
も
の
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
歴
史

文
化
資
源
の
保
存
・
活
用
の
推
進

力
を
高
め
て
い
く
た
め
、
令
和
2

年
度
か
ら
3
カ
年
計
画
で
作
成
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

瀬戸内市文化財保存活用地域計画（表紙）瀬戸内市文化財保存活用地域計画（表紙）

１．日本刀の聖地と中世の商都
２．炎と土の芸術
３．海を通した文化の玄関口
４．古墳と古代寺院
５．寺社に残る文化や政治の足跡
６．明治以降の芸術文化を生み出した人々
７．中世の城館と近世の陣屋
８．ハンセン病療養所と瀬戸内市

瀬戸内市の関連文化財群ストーリー瀬戸内市の関連文化財群ストーリー

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　　ここ   どもパークの整備に向けて�  どもパークの整備に向けて� 市民ワークショップを開催市民ワークショップを開催　

　市は、ゆめトピア長船周辺に全天候型の遊び場「こどもパー

ク」を整備する計画を進めており、どんな遊び場が良いかなど

を考え、意見を出し合う市民ワークショップを開催しました。

　計６回開催したワークショップには、子ども・大人合わせて

約400人の市民らが参加。参加者からは「天候や季節を問わず、

屋外・屋内で遊べる場所を実現してほしい」「体を動かす遊び

ができる場所がいい」など、さまざまな意見が出されました。

　今後は、より良い遊び場となるよう、皆さんからの意見を参

考にしながら「こどもパーク」整備基本構想をまとめ、本事業

を進めていきます。基本構想が作成できましたら、市ホームペ

ージなどでお知らせします。

　こども家庭課　☎０８６９ - ２４ - ８０１５

　　寒寒   さに耐えて自然の厳しさを知る�  さに耐えて自然の厳しさを知る� 瀬戸内 FOS 少年団連盟　耐寒キャンプ瀬戸内 FOS 少年団連盟　耐寒キャンプ　

　１月 21 日、22 日の２日間、瀬戸内 FOS 少年団連盟は邑久

自然教育の森キャンプ場で「耐寒キャンプ」を開催。FOS 少年

団員（他市町の団員も含む）や指導者、保護者ら 83 人が参加

しました。

　参加者は、パレットの上に段ボールを厚く敷き、テントを設

営した上からさらに段ボールで覆う耐寒仕様の寝所を自分たち

で作ったり、ドラム缶風呂で温まったりと、寒さの中でも暖か

く過ごせるよう工夫を凝らしていました。また、みんなでキャ

ンプファイヤーを囲って暖をとるなど、参加した子どもたちは

自然の厳しさを体感しながら楽しく冬の寒さを乗り越えていま

した。

１day こどもパークの様子

キャンプファイヤーを背に参加者で記念撮影

　　地地   域住民の安心・安全を守るために�  域住民の安心・安全を守るために� 多目的消防ポンプ自動車を更新配備多目的消防ポンプ自動車を更新配備　

　このたび、消火・救助などさまざまな活動を１台で行うことが

できる消防車「13 ｍブーム付多目的消防ポンプ自動車」を配備

しました。この車両は 900ℓの水槽を備え、少ない水でも高い消

火能力を得られる CAFS と呼ばれる圧縮空気泡消火装置を搭載し

ています。また、13mのブーム（バスケット付放水塔）はビル

５階相当の高さまで届き、先端から放水することができるほか、

高所だけでなく水難救助など低い場所からの救助活動にも対応可

能です。これにより、場所や災害の種別を問わず、あらゆる活動

を展開することができ、大規模な災害が発生した場合には全国の

被災地への応援出動も行います。消防本部は、本車両を活用し、

引き続き市民の安心・安全の確保に努めます。 13mのブームを伸ばして、遠くからでも消火活動が可能
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ワークショップの様子

て
本
市
の
豊
か
な
歴
史
文
化
資
源

を
後
世
に
活
か
し
、
伝
え
て
い
く

た
め
に
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

　
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
（
健
康

保
険
組
合
、
共
済
組
合
、
協
会
け

ん
ぽ
な
ど
）
に
未
加
入
の
人
や
生

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
で
な
い

人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
届
出
が
必
要
な
と
き
】

　
国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
理
由

が
生
じ
て
か
ら
14
日
以
内
に
自
分

自
身
や
世
帯
主
ま
た
は
代
理
人
に

よ
る
届
出
が
必
要
で
す
（
下
表
参

照
）。
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
に
よ
る
届
出
は
、
委
任

　
状（
様
式
任
意
）が
必
要
で
す
。

※
満
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日 

　
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

　
手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
】

　
国
保
の
加
入
日
は
、
加
入
の
届

出
を
し
た
日
で
は
な
く
、
国
保
の

資
格
を
得
る
事
由
の
生
じ
た
日

（
転
入
し
た
日
や
他
の
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
た
日
な
ど
）
で

す
。
そ
の
た
め
、
国
保
の
加
入
の

届
出
が
遅
れ
る
と
、
加
入
の
時
点

  

国
保
加
入
・
脱
退
の
際
は

  

届
出
を
忘
れ
ず
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
届
出
ま
で
国
保
の
被
保

険
者
証（
保
険
証
）が
な
い
た
め
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と
】

　
保
険
税
が
他
の
健
康
保
険
料
と

重
複
し
て
請
求
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
の
に
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際

は
、
そ
の
医
療
費
を
全
額
返
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
保
年
金
医
療
給
付
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

こんなとき 手続きに必要なもの

加
入
す
る
と
き

職場の健康保険を脱退したとき 健康保険資格喪失証明書など・本人確認
書類職場の健康保険の被扶養者から外れたとき

他の市区町村から転入したとき 他の市区町村の転出証明書・本人確認
書類

子どもが生まれたとき 母子健康手帳・本人確認書類

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書・本人確認書類

脱
退
す
る
と
き

職場の健康保険に加入したとき
国保と職場の保険証・本人確認書類

職場の健康保険の被扶養者になったとき

他の市区町村に転出するとき 国保の保険証・本人確認書類

生活保護を受けるようになったとき 国保の保険証・保護開始決定通知書・本
人確認書類

そ
の
他

市内で住所が変わったとき 国保の保険証・本人確認書類

就学のため、別に住所を定めるとき 国保の保険証・本人確認書類・在学証明
書など

保険証をなくしたとき 本人確認書類
※届出人（世帯主）および被保険者のマイナンバーが分かる書類（通知カードなど）も
　手続きに必要になります。
※本人確認書類…運転免許証・マイナンバーカード・パスポートなどの顔写真付きのもの

問

　　　　知っ得！せとうち便知っ得！せとうち便　　　　
　

近
年
、
農
薬
類
や
燃
料
（
油

類
）
を
誤
っ
て
水
路
や
溝
に
流
し

て
し
ま
う
人
為
的
ミ
ス
が
起
因
と

な
っ
た
水
質
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
農
薬
類
な
ど
が
河
川
や
海
域
に

流
れ
出
る
と
、環
境
を
汚
染
し
て
、

魚
な
ど
の
生
態
系
に
も
重
大
な
被

害
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ひ
と
た
び
水
質
事
故
が
発
生
す

る
と
、
水
環
境
の
回
復
に
は
膨
大

な
労
力
と
時
間
を
要
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
事
故
対
応

に
か
か
っ
た
費
用
は
原
因
者
が
負

担
す
る
こ
と
と
な
り
、
農
業
お
よ

び
工
業
に
お
け
る
取
水
、
漁
業
な

ど
へ
被
害
が
及
ん
だ
場
合
は
、
多

大
な
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
農
薬
類
や
燃
料
（
油
類
）
を
扱

う
際
に
は
十
分
な
注
意
を
払
っ
て

作
業
を
行
い
、
作
業
ミ
ス
の
防
止

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
燃
料
タ

ン
ク
や
配
管
は
定
期
的
に
点
検
を

行
っ
て
、
事
故
の
未
然
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
余
っ
た
農
薬
類
な
ど
は

絶
対
に
水
路
や
排
水
溝
な
ど
に
流

さ
ず
、
適
正
な
処
分
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
瀬
戸
内
市
の
美
し
い
水
環
境
を

守
る
た
め
、
水
質
事
故
の
防
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
フ

ル
タ
イ
ム
就
労
や
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
応
援
す
る
た
め
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

の
減
免
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て

問

お
知
ら
せ

  

水
質
事
故
防
止
に

  

努
め
ま
し
ょ
う

知っ得！
せとうち便せとうち便

い
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
料
減
免
支
援
補
助
金

対
象
資
格
認
定
証
」
を
子
ど
も
が

所
属
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

提
示
す
れ
ば
、
利
用
料
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
定

証
対
象
者
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
申
請
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
費
用
や
申
請
方
法
な
ど
、

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　
市
内
に
在
住
す
る
ひ

　
と
り
親
な
ど
の
人
で
、
次
の
い

　
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

・
瀬
戸
内
市
で
児
童
扶
養
手
当
を

　
受
給
し
て
い
る
人

　

・
瀬
戸
内
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

　
療
費
受
給
資
格
証
を
持
っ
て
い

　
る
人

　

・
瀬
戸
内
市
で
就
学
援
助
を
受
け

　
て
い
る
人

　
　

こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

  

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

  

利
用
料
減
免
制
度

市ホームページ市ホームページ

問
申

幼児教育・保育の無償化幼児教育・保育の無償化
請求手続き請求手続き

　「保育の必要性の認定（施設等利用
給付認定）」を受けている人で、令和
５年１月から３月までの間に施設など
を利用した人は、償還払い（キャッシュ
バック）の手続きをすることができます。
　該当する人は、請求書に「特定子ど
も・子育て支援提供証明書兼利用料領
収証明書」などの必要書類を添えて、
市へ請求手続きをしてください。スケ
ジュールなどの詳細は、
市ホームページをご確
認ください。
　こども家庭課　
☎０８６９ - ２６ - ５９４６

市ホームページ

マイナンバーカードのマイナンバーカードの
申請・交付休日窓口を開設します！申請・交付休日窓口を開設します！

▷取扱内容　マイナンバーカードの申請・交付（カードの受け取り）
▷日時
　・４月９日（日）、23日（日）午前９時～午後４時40分
　・５月14日（日）、28日（日）午前９時～午後４時40分
　・６月11日（日）、25日（日）午前９時～午後４時40分
▷場所　瀬戸内市役所市民課
▷持参するもの

【申請するとき】
　運転免許証などの本人確認書類、交付申請書
または個人番号通知カード（持っている人のみ）
※瀬戸内市に住民登録がある人が対象です。

【カードを受け取るとき（予約制）】
　郵送された交付通知書兼照会書（はがき）に記載している必要書類
※交付は予約制です。平日の午前８時30分から午後５時までに、市
　民課へ電話で予約してください。
　市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５

問

問

ねん きん のお はな し♪

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

割引がない場合 16,520 円 99,120 円 198,240 円 402,000 円

前
納

現金払い
クレジットカード納付
（カッコ内は割引額）

前納制度
なし

98,310 円
（810 円）

194,720 円
（3,520 円）

387,170 円
（14,830 円）

口座振替
（カッコ内は割引額）

16,470 円
（50 円）

97,990 円
（1,130 円）

194,090 円
（4,150 円）

385,900 円
（16,100 円）

令和５年度の国民年金第１号被保険者の月額保険料は、令和４年度の保険料から70円減の 16,520円となります。
納付期限は、納付対象月の翌月末日です。保険料は前払い（前納）や口座振替（早割）を行うと安くなります。

　国保年金医療給付課　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６ - ２７０ - ７９２５（自動音声案内２番）
問
問

国民年金保険料額国民年金保険料額が改定されますが改定されます

※割引がない場合の２年分
　（402,000円）の内訳
令和５年度：
　月額16,520円× 12カ月
令和６年度：
　月額16,980円× 12カ月
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し
物

募  

集

お
知
ら
せ

　身体に障がいのある人や重度の
精神障がいのある人、知的障がいの
ある人が所有している軽自動車は、
申請によって、１人１台に限り軽自
動車税種別割が減免されます。
　４月１日現在で、身体に障がいが
ある18歳未満の人または精神に障

がいがある人と生計を同じくする人が所有する軽自
動車も対象となります。
　障がいの等級など条件によっては減免の対象にな
らない場合があります。また、自動車税種別割の減
免を受けている人は、軽自動車税種別割の減免を受
けることはできません。

▽申請方法
　申請書は税務課、各支所、出張所にあります。
　運転する人の免許証、自動車検査証（車検証）、
減免申請内容が確認できるもの（身体障害者手帳な
ど）、所有者のマイナンバーが確認できるもの（通
知カードなど）を持参し、手続きをしてください。
※一度申請をし、以後減免申請内容（障がいの等級、
　車、運転者など）に変更がない場合は、申請書を
　提出する必要はありません。

▽申請期限　５月24日（水）

　　税務課
☎０８６９ - ２２ - １１１４

障がいのある人の障がいのある人の軽自動車税種別割軽自動車税種別割を減免しますを減免します

問申

  

固
定
資
産
税
の

  

納
税
通
知
書
を
発
送

　
固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

人
に
賦
課
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　
４
月
中
旬
に
送
付
予
定
の
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
、土
地・

家
屋
の
課
税
明
細
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
適

正
な
課
税
が
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
縦
覧
で
き
ま
す
】

　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
を
比
較
し
、
自
ら
の
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど

う
か
確
認
す
る
た
め
に
、
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
帳
簿
に
は
、土
地
の
地
目
、

地
積
、
評
価
額
な
ど
や
家
屋
の
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
縦
覧
が
で
き
る
の
は
、
納
税
義

務
者
本
人
、
義
務
者
か
ら
委
任
を

受
け
た
代
理
人
、
ま
た
は
納
税
管

理
人
で
す
。

▽
日
時

　
４
月
３
日（
月
）〜
５
月
１
日（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
場
所

　
税
務
課
（
本
庁
）、
牛
窓
支
所
、

長
船
支
所
、
裳
掛
出
張
所

▽
持
参
す
る
も
の　

　
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）、
委
任
状
（
代
理

人
が
縦
覧
す
る
場
合
）

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

問

固定資産税Ｑ＆Ａ（質問と答え）固定資産税Ｑ＆Ａ（質問と答え）

Ｑ．令和元年５月に住宅を新築しました。本年度から固定資産税が急に　
　　高くなったのですが、なぜですか？
Ａ．新築住宅には、住宅建築促進を図るため、固定資産税を軽減する制度
　　があります。一定の要件を満たせば３年間（長期優良住宅ならば 5年
　　間）、120㎡までの床面積について税額が 1/2 に軽減されます。今回
　　の場合、軽減期間が終了したため、元の税額に戻ったということです。

Ｑ．自宅の屋根に乗せている太陽光発電設備には、固定資産税が課税され
　　ますか？
Ａ．太陽光発電設備の規模によっては課税される可能性があります。
　　10 ＫＷ以上の発電量として電力会社と売電契約をしている場合は、
　　固定資産税の償却資産として所有者に申告義務があります。毎年１
　　月末までに税務課へ申告書を提出してください。

※屋根材と一体型（建材型）の太陽光発電設備は、償却資産の対象外とな
　るため、償却資産の申告の必要はありません。

　
市
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
、
義
務
教
育
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
経
費
（
学
用
品
費
・
給
食

費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
）
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

必
要
な
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
　

　
５
月
31
日
（
水
）
必
着

※
こ
れ
以
降
も
、
翌
年
１
月
31
日

　
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

　
受
付
翌
月
か
ら
の
援
助
に
な
り

　
ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

　
（
該
当
者
の
み
）

③
令
和
４
年
分
所
得
・
課
税
証
明

　
書（
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、

　
住
民
票
が
瀬
戸
内
市
に
な
い
場

　
合
の
み
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
の
み
）

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　
要
で
す
。

※
申
請
書
類
は
教
育
委
員
会
、
各

　
小・中
学
校
、中
央
公
民
館
（
邑

　
久
）、
長
船
町
公
民
館
に
備
え

　
付
け
て
い
ま
す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

※
入
学
前
支
給
を
申
請
し
た
人
も

　
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

　
市
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
学
生
の
学
資
と

し
て
、
無
利
子
で
資
金
を
貸
し
付

け
て
い
ま
す（
世
帯
の
所
得
状
況
、

成
績
な
ど
に
よ
り
貸
付
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

▽
対
象
者　
学
校
教
育
法
に
基
づ

　
く
高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援

　
学
校
の
高
等
部
、
大
学
、
高
等

　
専
門
学
校
、
専
修
学
校
の
在
学
者

▽
申
請
期
限　
６
月
30
日
（
金
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　
奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
令

　
和
４
年
分
所
得
・
課
税
証
明
書

※
①
②
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

　
教
育
委
員
会
、中
央
公
民
館（
邑

　
久
）、
長
船
町
公
民
館
に
備
え

　
付
け
の
様
式
で
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
③
④
は
令
和
５
年
４
月
１
日
以

　
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
。

※
⑤
は
令
和
５
年
６
月
１
日
以
降

　
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
　

　
　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-
５
６
４
０

  
奨
学
金
貸
付
制
度

問
申

平
成
29
年
度
の
新
規
奨
学
生
か

ら
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
返
還
金
の
半
額
を
免
除
で

き
る
制
度
を
創
設
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  
就
学
援
助
制
度

市ホームページ

問
申

第 53 話第 53 話　　「老人ホームなどの入居権を譲って」「老人ホームなどの入居権を譲って」

問

という電話には要注意！という電話には要注意！

＜相談事例＞
　有名企業を名乗る人物から「市内に介護施設がで
きるが、市民しか入居権がない。権利を他の人に譲っ
てほしい」と電話があり、よく分からないまま承諾
してしまった。怪しいと思い、後日電話で断ると「違
約金を払え。名義貸しは違法だ」と強く言われ、高
額な金銭を要求されて怖くなった。

＜トラブルにあわないためのポイント＞
●実在する企業名などを名乗り、「高齢者施設の入
　居権を譲ってほしい」などと持ちかける不審な電
　話についての相談が全国的に寄せられています。
●不審な電話は相手にせず、すぐに電話を切るよう
　にしましょう。

●さまざまな口実で金銭を
　次々と要求してくること
　があります。一度お金を
　支払ってしまうと、取り
　戻すことは困難です。不
　安に感じても絶対に支払
　ってはいけません。
●不審な電話があったときや困ったときは、消費生
　活センターに相談してください。

　瀬戸内市消費生活センター　☎０８６９ - ２４ - ８０１１
※消費生活相談は『消費者ホットライン☎局番なし
　188（イヤヤ！）』も利用できます。

    消 費 生 活消 費 生 活
安心安心ほっとほっとライフライフ
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

　
佐
竹
徳
展

　
ー 

オ
リ
ー
ブ
に
魅
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　  

　  

祈
り
の
画
家 

ー

　
佐
竹
徳
（
１
８
９
７-

１
９
９
８
、

大
阪
府
出
身
）
は
20
歳
の
と
き
に

第
11
回
文
展
に
初
入
選
し
、
中
央

画
壇
で
活
躍
し
た
画
家
で
す
。

　

本
展
で
は
、
当
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
柱
で
あ
る
佐
竹
徳
の
作

品
か
ら
油
彩
画
の
大
作
を
中
心
に

展
示
す
る
と
と
も
に
、
１
９
４
０

（
昭
和
15
）
年
代
以
降
の
風
景
画
、

静
物
画
、
人
物
画
か
ら
そ
の
画
業

を
た
ど
り
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
３
月
28
日
（
火
）

　
〜
４
月
16
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
３
０
０
円
、オ
リ
ー
ブ
会
員（
友

　
の
会
）・
中
学
生
以
下
・
障
害

　
者
手
帳
提
示
の
人
は
無
料

　
近
代
巨
匠
絵
画
展

　
日
動
画
廊
は
１
９
２
８
年
に
開

業
し
、
日
本
で
最
も
歴
史
の
あ
る

洋
画
商
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
は
、
そ
の
豊
富
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
安
井
曾

太
郎
、
岸
田
劉
生
、
熊
谷
守
一
、

鴨
井
玲
な
ど
の
国
内
作
家
だ
け
で

な
く
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
や
マ
ル

ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
な
ど
の
海
外
作

家
も
含
め
、
日
本
洋
画
史
に
残
る

巨
匠
の
絵
画
を
展
示
。
自
画
像
を

中
心
に
ご
紹
介
し
、
作
家
の
素
顔

に
迫
り
ま
す
。

　
ま
た
、
急
速
に
洋
風
化
が
進
ん

だ
当
時
の
日
本
画
壇
に
お
い
て
最

前
線
に
い
た
杉
山
寧や
す
しの

作
品
も

特
別
出
品
し
ま
す
。

催
し
物

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

▽
開
催
期
間　
４
月
22
日
（
土
）

　
〜
６
月
18
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
毎
週
月
曜

　
日
、
祝
日
の
翌
日

▽
観
覧
料　
一
般
７
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
６
０
０
円
、オ
リ
ー
ブ
会
員（
友

　
の
会
）
３
５
０
円
、
中
学
生
以

　
下
・
障
害
者
手
帳
提
示
の
人
は

　
無
料

【
以
下
、
展
覧
会
共
通
】

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

　

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
日
時　

毎
週
木
・
日
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

▽
参
加
費　

無
料
（
要
観
覧
券
）

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

佐竹徳「甲斐・釜無川」1950 年代

募
　
　
集

　　　　知っ得！せとうち便知っ得！せとうち便　　　　

　申込方法など詳細については、瀬戸内市体育協会事
務局へお問い合わせください。

【健康づくり教室】
（すべて邑久Ｂ＆Ｇ海洋センターで開催）

①みんなで筋活
　バランスボールやストレッチポールなどを使って、
楽しく体を動かします。

▽ 日時　４月～令和６年３月（毎週火曜日、祝日を除く）
　午前９時 30 分～午前 10 時 30 分
※初回は４月４日（火）
②やさしいエアロ＆ストレッチ
　エアロビクスの基本動作を中心に、音楽に合わせて
楽しく効果的に体を動かします。

▽ 日時　４～９月（隔週木曜日、祝日を除く）
　午前９時 30 分～午前 10 時 30 分
※初回は４月６日（木）

③膝・腰痛予防教室
　膝や腰などの関節に不安や悩みがある人など、すべ
ての人に役立つ教室です。

▽ 日時　４～９月（隔週水曜日、祝日を除く）
　午後１時 30 分～午後２時 30 分
※初回は４月 12 日（水）
※①～③の参加費はいずれも１回 500 円（当日集金）

【ちょいスポデー】
　卓球やバドミントンなど、参加者が希望するスポー
ツを中心に行っています。誰でも気軽に参加できます。

▽ 日時　毎週火・金曜日
　　・火曜日　午後１時 30 分～（２時間）
　・金曜日　午前９時 30 分～（２時間）

▽ 参加費　１回 100 円（当日集金）
※講座に参加する場合は、室内シューズ、運動ができ
　る服装、飲み物を持参してください。

健康づくり教室のご案内健康づくり教室のご案内
瀬戸内市体育協会主催瀬戸内市体育協会主催  

問

　　瀬戸内市体育協会事務局
☎０８６９ - ２２ - ２２１１

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

施
設
案
内
や
展
示
解
説
な
ど
を
行

う
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
募
集
し
ま
す
。
刀
剣
に
関

す
る
知
識
は
学
芸
員
や
先
輩
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
一
か
ら
教
え
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
人
で
も
安
心
し
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

人
と
話
を
す
る
の
が
好
き
な

人
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

人
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
場
所　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

▽
対
象
者

　
18
歳
以
上
の
人

▽
主
な
活
動
内
容

　

展
示
解
説
の
予
約
が
入
っ
た
日

の
う
ち
、
都
合
が
つ
く
日
に
解
説

な
ど
の
活
動
を
行
う
。

※
募
集
要
項
や
登
録
申
請
書
は
、

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
受
付

　
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

  

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

問
申

新玉ねぎのギョーザ

●新玉ねぎ（中１玉）
●ツナ缶（小２缶）
●ホールコーン（40g）

●マヨネーズ（大さじ２強）
●ギョーザの皮（30 枚）
●サラダ油（適量）

問
　　　　　　　　　　　　　　 岡山県栄養士会玉瀬支部瀬戸内ブロックです。
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６１

◆材料（30 個分）◆材料（30 個分）

◆作り方
①玉ねぎは粗いみじん切りにする。ツナ缶、ホールコー
　ンの水気はきっておく。
②ボウルに①、マヨネーズを入れて混ぜ、ギョーザの皮
　で包む。
③フライパンまたはホットプレートにサラダ油をひき、
　②を並べる。中火にかけ、きつね色になったら裏返す。
④両面焼き色が付いたら出来上がり。

新玉ねぎは
今が旬です！

※マヨネーズを減らしてチーズを入れても美味しいです。

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
が

加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
令
和
５
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・
25
％

か
ら
10
・
07
％
に
、
介
護
保
険
料

率
は
1
・
64
％
か
ら
１
・
82
％
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６-
８
０
３-

５
７
８
０

  

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の

  

健
康
保
険
料
率
が
変
更

問

  
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
24
日
（
月
）

　

・
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
45
分

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所
本
庁

▽
対
象
者

　
男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～
69
歳

※
体
重
50
㌔
以
上
の
人
の
み

※
65
～
69
歳
の
人
は
、
60
～
64
歳

　
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
の

　
み
が
対
象

▽
持
参
物　
献
血
カ
ー
ド
、
初
め

　
て
の
人
は
本
人
確
認
が
で
き
る

　
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１

問

ミニ手話コーナーミニ手話コーナー
手話で「学校」を表現してみよう！ イラスト協力：はっしぃ

問申

岸
田
劉
生
「
麗
子
十
六
歳
之
像
」

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
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みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

水
引
き
の
青
き
焰ほ

む
らや

飾
り
焚
く

的
場　
松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

散
歩
す
る
気
さ
え
起
こ
ら
ぬ
寒
さ
か
な

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

冬
夕
焼 

飛
行
機
雲
の
長
き
か
な

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

側
溝
に
芽
吹
き
菜
の
花
春
近
し

服
部　
文
枝
（
邑
久
町
大
窪
）

か
も
め
舞
う
立
春
の
空
耀
之
り

藤
井　
ト
メ
（
牛
窓
町
牛
窓
）

ゆ
っ
く
り
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
と
生
き
て
ゆ
く

服
部　
敬
一
（
邑
久
町
大
窪
）

大
東
京 

摩
天
楼
か
ら
見み

お下
ろ
せ
ば

ネ
オ
ン
の
海
の
青
春
カ
ー
・
チ
ェ
イ
ス

大
倉　
　
衞
（
長
船
町
飯
井
）

浅
蜊
の
め・ 

そ
こ
の
み
掘
り
て
祖
母
上
手

吾
は
一
面
そ
こ
ら
中
堀
り
ゐ
き

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

春
の
水 

我
に
無
縁
に
唄
い
往
け

葦あ
し
ま間
に
埋
も
れ
朽
ち
し
川
舟

桂
舟
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

そ
の
昔 

母
が
転
が
す
毛
糸
玉

魔
法
の
指
を
我
は
持
た
な
い

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
敬
称
略
）

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、続柄：
２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・川柳・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
FAX・電子メールなどで秘書広報課へ送付
してください。匿名・ペンネームを希望す
る場合は、その旨もお書きください。
　　秘書広報課
〒 701 - 4292   瀬戸内市邑久町尾張 300 - １
☎０８６９ - ２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

問応

問い合わせ・予約先など問い合わせ・予約先など1 土 体 瀬戸内市体協ゴルフ大会　9：00 ～　長船カントリークラブ

2 日
体 歩こう会　早島公園・観光センター　8：29 発　邑久駅
体 春季ソフトテニス大会　8：00 ～　邑久スポーツ公園
体 瀬戸内市春季野球大会１日目　8：30 ～　邑久・長船スポーツ公園

3 月
4 火
5 水
6 木 ⑧窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

7 金
8 土

9 日 ⑨マイナンバーカード申請・交付休日窓口　9：00 ～ 16：40　瀬戸内市役所
体 瀬戸内市春季野球大会２日目　8：30 ～　邑久・長船スポーツ公園

10 月
11 火

12 水 ⑦１歳６カ月児健診【対象：令和３年９月生】
　13：15 ～ 13：45　中央公民館

13 木 ⑤こころの健康相談　13：30 ～ 16：30　瀬戸内市役所
⑦２歳児健診【対象：令和２年 12 月生】　13：15 ～ 13：45　中央公民館

14 金 ④離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　9：45 ～ 10：00　中央公民館
⑥精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　瀬戸内市役所

15 土 体 瀬戸内市春季ペタンク大会　8：00 ～　円張釣公園

16 日 体 瀬戸内市春季ソフトバレーボール大会　7：00 ～　牛窓中学校体育館

17 月
18 火

19 水 ⑦乳児健診（４カ月児）【対象：令和 ４年 11 月生】
　13：15 ～ 13：45　中央公民館

20 木 ②なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

21 金
22 土

23 日
⑨マイナンバーカード申請・交付休日窓口　9：00 ～ 16：40　瀬戸内市役所
体 瀬戸内市ミックスダブルステニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
体 瀬戸内市春季ソフトボール大会　7：00 ～　邑久・長船スポーツ公園

24 月
25 火 ③育児相談　9：30 ～ 11：00　中央公民館

26 水 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑦３歳児健診【対象：令和元年 10 月生】　13：15 ～ 13：45　中央公民館

27 木

28 金 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
④離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　9：45 ～ 10：00　中央公民館

29 土 昭和の日
30 日

刀 美

休
館
日

   相続遺言・登記・  成年後見等相談

  ▽ 日時　４月８日（土）　9：30 ～ 12：00

  ▽ 場所　中央公民館（邑久）

  ▽ 相談員　司法書士　※相談料無料、事前予約は不要です。
　   岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター　☎０８６ - ２２６ - ０４７０問

　　「鞘師　前田幸作の世界」（開催中～４月 23 日）刀

　　「佐竹徳展 －オリーブに魅せられた祈りの画家－」（３月 28 日～４月 16 日）
　　「近代巨匠絵画展」（４月 22 日～６月 18 日）

美

休
館
日

休
館
日

休
館
日

人の動き《令和５年３月１日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３６，４６２人 （－３７） 男 １７，６４０人  （－１４）

世帯 １５，９３０世帯 （－　４） 女 １８，８２２人  （－２３）
固定資産税【１期】（全期前納）
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

５月１日（月）が納付期限の市税・保険料

　シルバー人材センターでは、毎月第一月曜日（月曜日が祝
日の場合は火曜日）に入会説明会を行っています。シルバー
人材センターでの活動に関心のあるシニアの皆さんは、ぜひ
お気軽にお越しください。お待ちしています。
　入会・説明会に関するお問い合わせは、瀬戸内市シルバー
人材センター事務局へご連絡ください。

【入会説明会（上半期）】

▽ 日時　４月３日（月）、５月 1 日（月）、６月５日（月）、
　７月３日（月）、８月７日（月）、９月４日（月）
　午後１時 30 分～

▽ 場所　瀬戸内市シルバー人材センター事務局
　（邑久町上笠加 125-1）
　瀬戸内市シルバー人材センター事務局
☎０８６９ - ２４ - ０４６７
問

　小学生を対象とした円張しゃぎり体験会を開
催します（どの回でも参加可能）。地区伝統の
和楽器に親しむチャンスです。一緒に祭りばや
しを楽しみましょう！

▽ 日時　３月 25 日（土）から４月 23 日（日）
　までの土・日曜日、午後７時～午後７時 30 分

▽ 場所　豊原つどいの館（邑久町豊原 1345）

▽ 参加費　無料

▽ 申込方法　右記 QR コード
　からお申し込みください。
※「しゃぎり」とは、太鼓、
　鼓、鉦、篠笛で演奏する
　「祭りばやし」のことで、
　数百年もの長い歴史があ
　ります。大賀島権現祭りでは、だんじり（指
　定文化財）に乗って演奏します。
　　円張しゃぎり保存会　宮崎さん
☎０７０ - ５６７１ - ９３９２

円張しゃぎり体験会円張しゃぎり体験会

問 申

休
館
日
（
展
示
替
え
）

　新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
よっては、イベント・相談などが中止また
は延期となったり、博物館・美術館が閉館
となったりする可能性があります。

刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 瀬戸内市体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　https://setouchi-taikyo.or.jp/

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問ダイバーシティ推進室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
③育児相談（乳幼児に関する相談）�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
④離乳食講習会�
　【対象：生後４カ月以上の乳児の保護者（要予約・無料）、
　 定員：４～６カ月児８人、７・８カ月児６人、９～ 12 カ月児６人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６１
⑤こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６１
⑥精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）�
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑦子どもの健診�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧窓口業務の時間延長（市民課、税務課等の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細は
　　お問い合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　 ・ 国保年金医療給付課　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
⑨マイナンバーカード申請・交付休日窓口�
※交付については事前予約が必要です。
　 市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５

※①～⑨の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問消費生活センター　☎０８６９ - ２４ - ８０１１
○発達障害専門相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
○住宅増改築相談�
　【相談員：住宅相談員（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予建築住宅課　☎０８６９ - ２２- ２６４９

問予

問予

休
館
日
（
展
示
替
え
）

休
館
日

休
館
日

活動の様子も
確認できます

私たちと一緒に活動しませんか私たちと一緒に活動しませんか

シルバー人材センター会員募集！シルバー人材センター会員募集！

大賀島権現祭り大賀島権現祭り
　大賀島大

だいちみょう
智 明権

ごんげん
現の春祭りが次のとおり

行われます。大
たいゆうざん

雄山大賀島寺の境内では、しゃ
ぎりを奉納し、六角神

み こ し
輿（市指定重要文化財）

が巡行します。また、豪華なだんじりを見た
り、もち投げに参加したりすることもできま
すので、皆さんぜひお越しください。
　また、神輿を担ぐ担ぎ手を募集しています。
興味がある人は、大賀島寺までお問い合わせ
ください。

▽ 日時　４月 29 日（土・祝）午後１～３時

▽ 場所　大雄山大賀島寺
　大賀島寺　☎０８６９ - ２２ - ０３４０問

※ QR コードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。




